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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 13,403 △0.9 842 △7.4 802 △10.7 503 △10.2

2021年3月期第3四半期 13,520 △16.1 910 140.5 898 82.3 561 90.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 157.33 ―

2021年3月期第3四半期 175.23 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 20,530 15,131 73.7 4,723.81

2021年3月期 20,824 14,876 71.4 4,644.23

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 15,131百万円 2021年3月期 14,876百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 40.00 ― 40.00 80.00

2022年3月期 ― 40.00 ―

2022年3月期（予想） 40.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 △0.7 800 △46.5 780 △47.1 500 △48.0 156.09

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 4,192,000 株 2021年3月期 4,192,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 988,786 株 2021年3月期 988,786 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 3,203,214 株 2021年3月期3Q 3,203,214 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については添付資料P.2「
1．当四半期決算に関する定性的情報(3)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が解除されたことに伴い新

型コロナウイルス感染症の影響は徐々に緩和され、経済活動においては持ち直しの動きがみられました。しかしな

がら、度重なる変異株の出現に伴う新型コロナウイルスの感染再拡大、原材料価格の高騰や半導体・電子部品の供

給不足の深刻化が懸念されるなど、当業界においても先行きは不透明な状況となっております。

　このような状況下で、当社は取引先様、従業員並びにその家族の安全を最優先に考え、感染拡大防止策を適切に

実施しながらも全力を傾注し営業活動・コスト削減に取り組んでまいりましたが、厳しい受注環境の中で売上高は

13,403百万円（前年同期比0.9％減）となりました。利益につきましても、営業利益は842百万円（前年同期比

7.4％減）、経常利益は802百万円（前年同期比10.7％減）、四半期純利益は503百万円（前年同期比10.2％減）と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　製品が259百万円増加したものの、山形工場における新塗装工場の建築費支払などにより現金及び預金が2,123百

万円減少いたしました。これらの結果、流動資産合計は前事業年度末比967百万円（6.3％）減少し、14,317百万円

となりました。

（固定資産）

　無形固定資産が34百万円、投資その他の資産が317百万円それぞれ減少したものの、山形工場新塗装工場が完

成・稼働開始により有形固定資産が1,026百万円増加いたしました。これらの結果、固定資産合計は前事業年度末

比674百万円（12.2%）増加し、6,213百万円となりました。

（流動負債）

　買掛金が337百万円増加したものの、未払法人税等が496百万円減少、未払消費税が302百万円それぞれ減少いた

しました。これらの結果、流動負債合計は前事業年度末比483百万円（10.3％）減少し、4,207百万円となりまし

た。

（固定負債）

　長期借入金が79百万円増加したものの、役員退職慰労引当金が121百万円減少いたしました。これらの結果、固

定負債合計は前事業年度末比64百万円（5.2％）減少し、1,191百万円となりました。

（純資産）

　前事業年度の期末配当128百万円及び当事業年度の中間配当128百万円があったものの、四半期純利益503百万円

の計上により利益剰余金が247百万円増加いたしました。これに加え評価・換算差額等が７百万円増加となり、こ

れらの結果、純資産合計は前事業年度末比254百万円（1.7％）増加し、15,131百万円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月12日の「2021年３月期　決算短信〔日本基準〕（非連結）」で公表いたしました通期の業績予想に変

更はありません。なお、当社の業績予想は現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,133 7,009

受取手形及び売掛金 4,376 4,618

製品 949 1,209

仕掛品 355 468

原材料 369 470

その他 101 541

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 15,285 14,317

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,388 2,688

その他（純額） 2,611 2,337

有形固定資産合計 4,000 5,026

無形固定資産 266 232

投資その他の資産

繰延税金資産 571 391

その他 700 563

投資その他の資産合計 1,272 954

固定資産合計 5,539 6,213

資産合計 20,824 20,530

負債の部

流動負債

買掛金 1,842 2,180

短期借入金 491 516

１年内返済予定の長期借入金 266 274

未払法人税等 496 -

賞与引当金 655 380

その他 938 855

流動負債合計 4,691 4,207

固定負債

長期借入金 196 275

退職給付引当金 831 811

役員退職慰労引当金 204 82

資産除去債務 17 17

その他 7 5

固定負債合計 1,256 1,191

負債合計 5,947 5,399

純資産の部

株主資本

資本金 2,124 2,124

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 13,027 13,275

自己株式 △1,862 △1,862

株主資本合計 14,766 15,014

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 109 116

評価・換算差額等合計 109 116

純資産合計 14,876 15,131

負債純資産合計 20,824 20,530

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 13,520 13,403

売上原価 9,567 9,630

売上総利益 3,953 3,772

販売費及び一般管理費 3,042 2,929

営業利益 910 842

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 9 10

受取賃貸料 4 3

受取保険金 3 4

保険配当金 5 2

その他 8 8

営業外収益合計 31 30

営業外費用

支払利息 4 3

売上債権売却損 24 29

売上割引 10 -

保険解約損 - 30

その他 4 6

営業外費用合計 43 70

経常利益 898 802

特別利益

その他 0 -

特別利益合計 0 -

特別損失

その他 7 10

特別損失合計 7 10

税引前四半期純利益 890 791

法人税、住民税及び事業税 299 109

法人税等調整額 30 178

法人税等合計 329 287

四半期純利益 561 503

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、製品

販売事業における一部の現金リベート等として顧客に支払われる対価については、営業外費用の売上割引に計上

しておりましたが、当該対価については、売上高から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間において、四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。なお、利益剰余

金の当期首残高に影響はありません。

また、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法に

組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益

を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響は

ありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響につきまして、当社では各事業拠点において感染拡大防止策を

実施した上で事業活動を継続しており、業績への影響は限定的であると見込まれます。

　今後2022年３月期の一定期間において新型コロナウイルス感染症の影響が継続するとの仮定のもとに会計上の見

積りを行っておりますが、収束時期等が不透明であり感染拡大が長期化した場合には、国内企業の収益悪化に伴う

当社業績への影響により繰延税金資金の回収可能性や固定資産の減損判定に影響を及ぼす可能性があります。
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